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■ 会 長 挨 拶         柳原 寿男君
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＜ソングリーダー＞飯塚 秀彦君

 
例年８月は会員増強・拡大月間です。会員数の

経緯を追ってみると、１０年前に比べ２０名減、

５年前に比べ１０名減となっており、クラブの現

状として、はなはだ危材的な問題と受け止めざる

を得ません。 
原因は幾つかあるでしょうが、 
その１．会員の高齢化と共に亡くなられた方や病

気で退会された方が増えたこと。 
その２．バブル崩壊後、不景気が長期間続いたと

いう経済的理由。 
その３．私の最も懸念することは、ロータリーク

ラブの魅力が失せてきた、或いはロータリーの

価値観の低下を疑うことです。 
 あえて大袈裟な表現をとると、会の存続にとっ

て重大な影響をもたらす問題と考えます。 
 本日は５つのテーブルメイトに分かれてのバズ

セッションです。元来、新会員の獲得と会員の退

会防止は、長期的な目標として捉えなければなり

ません。従って会員増強委員会の活動も継続性を

もつものと考えます。 
 本日は各々のテーブルメイトで推薦された会員

候補者について、まず声をかけてみる、交渉する、

脈があるかどうか、もう一押し必要か、別口で勧

誘を試みたらどうか、今回だめなら来年、再来年

と誘ったらどうだろうか等々が考えられます。い

ずれにせよ増強委員長は、集めた情報を必ず次年

度へ申し送る必要があると思います。 
 一年間で役目が終わるロータリーの単年制の問

題については、いつか何らかの形で議論されて然

るべきです。（例えば歴代会長会とか歴代幹事会の

ような会を設けて、そこで話し合ってはいかがで

しょう） 
 又、職業分類、会員選考委員会については、従

来のように新会員の推薦を受けてから職業分類の

決定、適格性調査をするという受身の態勢から、

一歩踏み出て未充填の職業分類を予め会員に徹底

し、此の未充填部分を標的に心当たりの候補者を

探してもらうように努めて欲しいものです。 
 １職業１名の制限が徹底された現在、此の地域

の特性をふまえた職業分類があってもよいのでは

ないかと思われます。増強委員会との積極的な連

携プレーを望むものです。 
 更に退会防止のためには、魅力あるプログラム

を作って例会を充実させることが第一です。プロ

グラム委員会だけにプログラム作りをまかせるこ

となく、より楽しいプログラムの企画に全会員が

各々の立場で協力すること。特に外部卓話者の情

報を、ぜひプログラム委員会に提出して下さい。 
 例会会場での短い食事の間でも、相手の身にな

って考える「職業奉仕の精神」を生かしたいもの

です。ロータリーの委員会は決して縦割りではあ

りません。お互い横のつながりを保ちつつ、いつ

も、どこでも全員参加でロータリーを楽しみまし

ょう。 

■ 理 事 会 報 告       宮川 邦光君 
• ８月のプログラムが承認されました 
８月１日 納涼例会  
８月８日 蓮華寺池公園清掃 
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８月１１日 ガバナー公式訪問 
        藤枝南ＲＣ合同 

• ８月の理事会が８月１８日午後１３時３０分よ

り開催、承認されました。 
• 新入会員（中部電力 望月俊昭君）の入会が承認

されました。 
• ホームページサーバーの容量変更について承認

されました。 
• 市制５０周年の記念事業に参加する事に当り松

任ＲＣにゴルフのお誘いの件が承認されました。 

■ 幹 事 報 告          宮川 邦光君 
● 第２６２０地区佐藤進直前ガバナーより「米山

奨学会寄付」「Ｒ財団寄付」の６月末データーが

届いております。 
● 静岡第５分区曽根ガバナー補佐からクラブ分担

金（６万円）納入のお願いが届いております。 
● 第２６２０地区渡邉ガバナーより青少年交換派

遣候補学生選考会の案内が届いております。 
９月４日（土）５日（日） 

● 国際ロータリー日本事務局からロータリーレー

ト８月１日から１ドル１０８円の変更のお知ら

せが届いております。 
● ガバナーエレクト事務所開設の案内が届いてお

ります。 
● 松任ロータリークラブからクラブ要覧が届いて

おります。 
● 藤枝ゴルフ連盟より協賛お礼の手紙が届いてお

ります。 

■ 出 席 報 告         松葉 隆夫君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

29／41 70.73％ 18／40 45％ 

(１)欠席者（事前連絡とメーキャップをどうぞ） 
○小宮君 ○岩﨑君 ○松葉隆君 ○松葉義君  
○村松宏君 ○望月晃君 ○望月志君 浅川君  
板倉君 仲田晃君 鈴木舜君 
 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ       松葉 隆夫君 
• ７０代最後の誕生日お祝いありがとう 

岩田 規君 
• ８／１納涼例会には家族ぐるみでお世話になり

ました。孫達は大喜びで夏休みの良い思い出にな

ったのではないかと思います。 
８月２日会員誕生祝いありがとう。杉浦 良一君 

• 誕生祝い有難うございます。５３才になりました。 
酒向 謙次君 

• ５０才代最後の年に幹事を務めさせていただき

嬉しく思います。                宮川 邦光君 
• 月末の誕生ですが、早々にお祝いありがとうござ

いました。            竹田 勲君 
• ８月１日納涼例会ＳＬの旅、無事に行ってきまし

た。ありがとうございました。御家族の皆様から

“志”をいただきましたので、ＮＩＫＯＮＩＫＯ

ＢＯＸへ入れます。御家族の皆様ありがとうござ

いました!!          親睦委員長 片岡 利碩君 

スマイル累計額  １３４，３００円 

■ 入 会 式                          

 望月俊昭君が入会

されました。 
委員会は会場運営

委員です。 
【望月 俊昭君】 
会 社 名：中部電力             

株式会社 藤枝営業所 
現 住 所：愛知県岡崎市欠町北通３－１３ 
生年月日：昭和３１年１０月１９日 
趣  味：囲碁 

■ 委 員 会 報 告                         
＜インターアクト年次大会報告＞   

委員長   

石垣 善康君 
８月２日(月)か

ら３日(火)の２日

間にわたり山梨県
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富士吉田市の人材開発センターにおきまして

大月短期大学付属高校のインターアクト部が

ホストとなり、スポンサークラブの大月ロー

タリークラブの支援のもと第２６２０地区イ

ンターアクト年次大会が開催されました。 

当クラブからは地区インターアクト小委員会

の青島克郎副委員長、藤枝順心高校インター

アクト部顧問の佐野先生、２年生部員３名、

１年生部員２名の総勢７名が参加いたしまし

た。 
初日は１２時

３０分からの受

付で、開会式は予

定通り１３時３

０分、大月高校の

副部長天野君の

点鐘で始まりました。 
来賓、参加ロータリークラブの紹介、参加

インターアクト部の紹介の後、藤原大月高校

校長、大月ロータリークラブ横山会長および

大月高校インターアクト部山田部長の歓迎の

挨拶、渡邉ガバナー、古田地区インターアク

ト小委員会委員長の祝辞と続きました。 
午後３時からは

大月短期大学の村

越洋子学長による

「フランスの夏期

学童保育を体験し

て」と題して日本

の育児との違い等興味ある講演を拝聴いたし

ました。 
引き続き午後４時からは村越女史がコーデ

ィネーターとなり、パネラーに山口善久武蔵

野大学名誉教授(大月ＲＣ会員)、「ゆりの里

介護サービス」を経営されているケアマネー

ジャーの石井満代氏、紅富士太鼓会長の石岡

博美氏(大月ＲＣ会員)、山梨県ボランティア

協会常任理事の岡 尚氏の４名のパネラーに

よるパネルディスカッションが行われました。 

山口氏からは福祉に関する総括的な話、石

井氏からは介護の現場での実践的な話、石岡

氏からは関東大震災の支援活動に関わった若

者の話、岡氏からは海外の砂漠にポプラを植

林する活動の話をそれぞれ生徒にわかりやす

く説明され、今後の奉仕活動の参考として役

立つものと思われました。 
その後、生徒達の移動や着替えの間の時間

を利用してロータリアンと顧問先生の分科会

を開催しそれぞれの中で報告や問題点につい

て話し合いました。 
午後６時からは生徒を含め全員での立食によ

るパーティーがあり、食事をしながら交流を

はかりました。パーティーの途中で石岡氏率

いる紅富士太鼓のメンバーによる演奏があり

参加者は興味深く聞き入っていました。 
パーティー終了後、生徒達は入浴、就寝準

備で解散し、ロータリアンと顧問の先生は全

体会議を開き、先の分科会での問題点の話し

合いや地区からの報告等を行いました。 
２日目は朝食後、一旦、全員が道の駅「富

士吉田」に集まりバス３台２班に別れ、環境

科学研究所、富士湧水の里水族館、富士山レ

ーダードームを順次見学し、午後１時から富

士山アリーナで閉会式を挙行しました。 
閉会式では第

２６２０地区幹

事の山岡氏の挨

拶、地区新世代委

員長の冨永氏の

講評等があり大

月高校部長山田さんの点鐘で無事２日間の全

プログラムを終了し各自帰路に着きました。

 参加された生徒達にとって思い出深い年次

大会となり、各校に戻りこれからのインター

アクトクラブの活動に有益な大会であったこ

とと確信いたします。 
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■テーブルメイトによる会員増強の話し合い   
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 (担当/桜井富) 


